
西南暖地に属する広島県で普及しているアスパラガス

（Asparagus officinalis L.）の露地の全期立茎栽培法（伊藤

ら，１９９４）は，春採り後の５月上中旬に母茎を立茎し，９

月下旬まで収穫を続ける長期採り栽培法である。栽培が

始まった当初は，茎葉繁茂が梅雨時期にあたるため茎枯

病（Phomopsis asparagi (Sacc.) Bub�k）による被害が若茎
生産阻害の大きな要因であった。しかし，広島県におい

ては，残茎の抜き取り，擬葉や茎などの残渣の焼却，バ

ーク堆肥マルチ等の耕種的防除法（酒井ら，１９９２）の徹

底や雨よけハウスなどの施設化により，その発生面積は

減少した。一方，近年では，茎葉部に斑点症状を呈する

病害が顕在化し問題となっている。アスパラガス茎葉に

斑点状病斑を形成する病害は Stemphylium botryosum

Wallrothによる斑点病（鈴井，１９７３）と，斑点病と類似し

た症状を呈する褐斑病（Cercospora asparagi Sacc. ）（後

藤，１９２５，古田ら，２００２）が考えられる。これら斑点性病

害は，初期病斑が数ミリと非常に小さいため，早期発見

が難しく防除が手遅れになる場合が多い。多発した場合

は，擬葉の黄化や落葉により，株養成が不十分となり収

量の低下を招く（池田ら，１９９３）。また，アスパラガスの

大規模栽培農家や企業的経営体においては，労力分散に

よる作期拡大と所得向上を図るため施設化が推進されて

いるが，斑点性の病害はハウス栽培での安定生産を阻害

する一要因となっている。

そこで，広島県におけるアスパラガスの斑点性病害の

同定および斑点病と褐斑病の発生実態について明らかに

するとともに，それらの防除対策について検討した。

材料および方法

１．広島県における斑点病および褐斑病の発生状況

１）斑点状病斑から分離される菌の検出頻度

アスパラガスの斑点状病斑から分離される菌の検出頻

度を２００１年と２００２年の秋に調査した。２００１年には１１月１３

日に東広島市八本松町の農業技術センター本所，山県郡

大朝町の同高冷地研究部，広島市安佐北区白木町，賀茂

郡河内町の農家のハウスおよび露地栽培のアスパラガス

圃場において，１圃場あたり２０～４０個の擬葉および側枝

に形成された斑点状の病斑を採取した。病斑部をアンチ

ホルミンで表面殺菌後，PDA培地あるいは素寒天培地に

置床した。３～７日後に生じた菌糸先端をかき取り PDA

培地へ移植後，菌叢上の分生子を光学顕微鏡下で観察し，

その形態から属を判定した。２００２年には９月２５～２７日に

三次市，庄原市，高田郡八千代町，高田郡高宮町，およ

び世羅郡甲山町の農家の露地圃場において，１圃場あた

り５０病斑を採取し，湿らせたろ紙を敷いたシャーレ内に

置床し，３～７日後に病斑上に形成された分生子を光学

顕微鏡下で観察した。分生子を形成していない菌株につ

いては SPECTROLINE�（MODEL ENF-240 C/J, Spec-

tronics Corporation）下で波長３６５nmの近紫外光を照射

し，形成された分生子を観察した。

２００１年に分離された菌の一部は単胞子分離後，病原性

の確認試験，菌の同定および生育適温試験に供した。

２）病原性の確認

分離菌株の病原性は，アスパラガス‘ウェルカム’幼

苗への接種によって確認した。すなわち，播種１ヶ月後

の幼苗または播種２～３ヶ月後の苗で古い茎葉を地際か

ら切除して生じた新茎葉（直径約１mm）に，０．０５％の

Tween２０を加えた胞子縣濁液（１０４～１０５個／ml）を噴霧接

種した。１菌株あたり１０苗を供試した。接種したアスパ
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ラガス苗は２５℃，全日暗期の湿室に４～７日間保ち，初

期感染を促した。その後苗をガラス温室に移し，約１ヶ

月後に擬葉や茎における病斑形成の有無を調査した。形

成された病斑からは，PDA培地を用いて菌の再分離を行

い，接種菌と同種の菌が再分離できたものを病原性菌株

とした。

３）病原菌の同定

病原性が認められた菌株のうち形成された病斑数が多

かったものについて，接種アスパラガスの病斑上の分生

子および分生子柄の長径，短径および隔膜数を，１菌株

あたり１００個，光学顕微鏡下で調査し，病原菌を同定した。

２．斑点病菌と褐斑病菌の生育適温と圃場における発生

消長

１）生育適温

斑点病菌と褐斑病菌について，PDA平板培地（直径９

cmシャーレ，以下同じ）で前培養した菌叢先端部を直径

５mmのコルクボーラーで打ち抜いて新たな同平板培地

に置床し，５℃，１０℃，１５℃，２０℃，２５℃，２８℃，３０℃お

よび３５℃の温度条件下で７日間培養した後，菌叢の長径

および短径を計測して生育適温を明らかにした。斑点病

菌および褐斑病菌とも，分離源が異なる４菌株ずつを供

試した。

２）ハウス栽培圃場における斑点病と褐斑病の発病度

および検出比率

ハウス栽培における斑点病と褐斑病の発病推移を，

２００２年と２００３年に防除圃場と無防除圃場で調査した。

２００２年は賀茂郡河内町農家の防除圃場１１２株と，東広島市

八本松町農業技術センターの無防除圃場１２０株を対象と

し，２００３年は賀茂郡河内町同農家の同一ハウスで防除区

と無防除区（いずれも１２０株ずつ）を設けて調査した。両

年とも，農業技術センターでは５月１６日，河内町では６

月１５日のいずれも母茎の立茎が完了した頃から，１０日毎

に下記の基準で発病程度別の株数を調査し，両病害によ

る総和としての発病度を算出した。

発病程度０：病斑なし

１：病斑認める

２：病斑多く，一部の葉が落葉する

３：株の半分までの葉が黄化・落葉する

４：株の半分以上の葉が黄化・落葉する

発病度＝Σ（発病程度×株数）／（４×調査株数）×１００

また，擬葉および側枝に形成された病斑を採取後，V

８培地上へ置床または湿室処理により病斑上に形成され

た分生子を光学顕微鏡下で観察し，斑点病菌および褐斑

病菌の検出比率を求めた。

３．薬剤による斑点病と褐斑病の防除効果

１）室内試験における有効薬剤の検索

殺菌剤８剤について斑点病菌と褐斑病菌に対する菌糸

伸長抑制効果を調査した。供試薬剤はベノミル水和剤（成

分含有率５０％），イミノクタジンアルベシル酸塩水和剤

（４０％），TPN水和剤（４０％），塩基性硫酸銅水和剤（５８％），

水酸化第二銅水和剤（５５．３％），マンゼブ水和剤（７５％），

テトラコナゾール液剤（１１．６％）およびクレソキシムメ

チル水和剤（４１．５％）の８剤である。薬剤フリーの PDA

平板培地で前培養した直径５mmの菌叢ディスクを，各

剤の実使用濃度の１０倍，５倍，１倍および１／２倍（各剤

の成分で５～３０００ppm）の薬剤を含有する PDA平板培地

および薬剤無添加 PDA平板培地に移植した。２５℃で３日

間培養した後，菌叢の長径と短径を計測し，菌糸伸長阻

止率を算出した。斑点病菌および褐斑病菌とも７菌株ず

つを供試した。

２）圃場における薬剤の斑点性病害に対する防除効果

斑点病菌と褐斑病菌の菌糸伸長抑制効果が認められた

殺菌剤の中で，アスパラガスに作物登録があり，収穫期

間中に使用できる TPN水和剤，イミノクタジンアルベシ

ル酸塩水和剤および水酸化第二銅水和剤の３剤を供試

し，斑点病と褐斑病が併発した圃場における両病害の防

除効果を比較した。２００２年に賀茂郡河内町の農家ハウス

において，各薬剤の１０００倍液を６月２５日，７月２５日および

８月２６日に動力噴霧器を用いて４００l ／１０a相当量を散布

した。試験区は１区３９m２（５６株）の２反復とし，１０日毎

に発病度と病原菌検出比率を調査した。

３）防除間隔と斑点性病害に対する防除効果

２００２年に河内町の農家ハウスにおいて，立茎４９日後の

６月２５日に斑点病の初発を認め，イミノクタジンアルベ

シル酸塩水和剤の１０００倍液を動力噴霧器を用いて４００l ／

１０a相当量を散布した。その後の薬剤散布間隔を表１に

示すように２０日，３０日および４０日毎に TPN水和剤１０００倍

液を散布する処理区を設け，各処理区における病勢の進

展状況を比較した。試験区は１区３９m２（５６株）の２反復

とし，１０日毎に発病度と病原菌検出比率を調査した。

表１ 各試験区における散布薬剤の種類a）と散布日

試験区 ６／２５b） ７／１５ ７／２５ ８／５ ８／２６

２０日間隔区 B D D D

３０日間隔区（慣行） B D D

４０日間隔区 B D

a）B：イミノクタジンアルベシル酸塩水和剤１０００倍
D：TPN水和剤１０００倍

b）初発病は６月２５日（立茎開始４８日後）

２ 渡部ほか：広島県におけるアスパラガス斑点病および褐斑病の発生実態とその薬剤防除法



結果および考察

１．広島県における斑点病および褐斑病の発生状況

１）斑点状病斑から分離される菌の検出頻度

２００１年と２００２年の秋にアスパラガスの斑点状病斑から

分離された菌の検出頻度を表２に示した。ハウスおよび

露地栽培とも，Stemphylium 属菌，Cercospora 属菌，

Alternaria 属菌および Cladosporium 属菌が主に分離さ

れた。

２）病原性の確認

１）で分離された４属の菌をアスパラガス幼苗に接種

した結果，表３に示すように，Stemphylium 属菌と

Cercospora 属菌のみが擬葉および茎に斑点状の病斑を形

成した。これら病斑部からは接種菌と同一の菌が再分離

された。このことから，これら両属の菌がアスパラガス

に斑点性病害を引き起こすものと考えられた。また，病

斑から分離された Alternaria 属菌および Cladosporium

属菌は，アスパラガス幼苗に病原性を示さないことから，

二次的に寄生した菌であると考えられた。

３）病原菌の同定

接種試験で形成病斑数の多かった Stemphylium 属菌

および Cercospora 属菌の分生子および分生子柄の形態

観察結果を表４に示した。広島市安佐北区白木町で分離

した Stemphylium 属菌 SSR‐１株の分生子の大きさは３２

～６４×１６～２９μm，分生子柄の大きさは３２～１２８×４．８～

６．４μm，隔膜数は１～８であった。また，東広島市八本

松町で分離した Cercospora 属菌 CHK‐１株の分生子の

大きさは４５～１８９×４．０～６．４μm，隔膜数は０～１０，分生

子柄の大きさは１３～１１８×４．０～６．４μm，隔膜数は０～４

であった。これらの形態は，過去に報告されたアスパラ

ガス斑点病菌 S. botryosum（鈴井，１９７３）および褐斑病菌

C. asparagi（後藤，１９２５，Nakashima，２００１）の形態とほ

ぼ一致した。これらのことから，今回広島県で分離され

た Stemphylium 属菌および Cercospora 属菌はそれぞれ

アスパラガス斑点病菌および褐斑病菌であると考えられ

た。

以上のことから，広島県のアスパラガス栽培では，ハ

表２ アスパラガス擬葉および側枝の病斑から分離された菌の種類と検出頻度（％）

表３ 分離された菌の病原性a）

栽培
様式

調査場所 Stemphylium 属菌 Cercospora 属菌 Alternaria 属菌 Cladosporium属菌 その他糸状菌

ハ

ウ

ス

２００１年a）

広島市
河内町１
河内町２
大朝町
東広島市１
東広島市２
東広島市３
東広島市４

９２．５
３５
３５
３７．５
２０
７．５
０
０

０
５
１７．５
１７．５
３０
４５
７７．５
６２．５

０
２０
１０
２２．５
５
１７．５
０
２．５

０
５
５
５
５
０
１５
１２．５

２．５
１０
７．５
２．５
２０
１５
５
７．５

露

地

東広島市５
東広島市６
広島市
大朝町

０
２５
２５
０

０
１０
１０
６０

１００
１０
２０
１５

０
０
０
２．５

０
４０
３０
１５

２００２年b）

八千代町
甲山町
庄原市
高宮町
三次市

６
８２
２６
４
４

０
４
６
１６
１４

―
―
―
―
―

―
―
―
―
―

―
―
―
―
―

供試菌 供試菌株数
病原性を示した
菌株数

Stemphylium 属菌 ４ ４

Cercospora 属菌 ６ ６

Alternaria 属菌 ４ ０

Cladosporium属菌 ４ ０

a）アスパラガス幼苗に胞子懸濁液を噴霧接種し，病斑を形成，再分
離できたものを病原性ありとした。

a）２００１年１１月１３日，１圃場２０～４０病斑を採取し，PDA培地あるいは素寒天培地で分離した菌を検鏡した。
b）２００２年９月２５～２７日，１圃場５０病斑を採取し，湿室処理した病斑上の菌を検鏡した。―は調査せず。
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ウスおよび露地栽培とも多くの圃場において斑点病と褐

斑病が併発していることが判明した。

２．斑点病菌と褐斑病菌の生育適温と圃場における発生

消長

１）生育適温

５～３５℃の各温度条件下における斑点病菌および褐斑

病菌の PDA平板培地上の菌糸伸長量を図１および図２

に示した。斑点病菌は５～３５℃の範囲で菌糸の伸長がみ

られ，菌糸伸長量からみた生育適温は２５～２８℃であった。

一方，褐斑病菌は１０～３５℃の範囲で菌糸の伸長がみられ，

生育適温は２８℃であった。このように，褐斑病菌は斑点

病菌と比べて，５℃では生育しないこと，高温と低温で

の菌糸伸長量が小さい特徴が認められた。

尾沢（１９８２）は，一般に斑点病は北海道など寒い地方

で，褐斑病は暖地で多発すると述べている。このことと

本試験の結果から，斑点病菌は褐斑病菌と比べて，より

低温に適応できる菌であると考えられた。

２）ハウス栽培圃場における斑点病と褐斑病の発病度

および検出比率

２００２年には薬剤防除をした賀茂郡河内町の農家圃場と

無防除の農業技術センター圃場を，２００３年には同農家圃

場で両区を設け発生推移を比較し，それぞれ図３および

図４に示した。

すなわち，年次や薬剤防除の有無に関わらず，５月下

旬から６月下旬に斑点病菌のみが検出され，その約１０日

後の６月上旬から７月上旬にかけて褐斑病菌が検出され

た。また，その後の発病進展は，薬剤防除実施圃場にお

いては両年とも斑点病菌の検出頻度が高いまま推移し

た。一方，無防除圃場においては褐斑病菌の検出頻度が

表４ アスパラガス病斑上における分離菌の形態

図１ 斑点病菌（Stemphylium botryosum）の７日間培養後の
菌糸伸長量におよぼす温度の影響

図２ 褐斑病菌（Cercospora asgaragi）の７日間培養後の菌
糸伸長量におよぼす温度の影響

分生子 分生子柄

長径（μm） 短径（μm） 隔膜数 長径（μm） 短径（μm） 隔膜数

Stemphylium sp. SSR-1ａ） ３２－６４ １６－２９ ３２－１２８ ４．８－６．４ １－８

S. botryosum（鈴井，１９７３） ２５－４７ １２－２３ ５８－１２６ ３．７－６．２ ３－１１

Cercospora sp. CHK-11ｂ） ４５－１８９ ４．０－６．４ ０－１０ １３－１１８ ４．０－６．４ ０－４

C. asparagi（後藤，１９２５） １５．６－２１９．０ ２．３－５．２ ０－２９ ２８．０－１７４．７ ３．９－７．０ １－１０

C. asparagi（Nakashima，２００１） ２０－８８ ３．８－７．５ ３－８ ２５－８８ ２．５－５．０

a）広島市安佐北区白木町分離菌
b）東広島市八本松町分離菌

SSR‐１：広島市安佐北区白木町分離菌
SOA‐２：山県郡大朝町分離菌
SHK‐１：東広島市八本松町分離菌
SKK‐１：賀茂郡河内町分離菌

CSR‐１：広島市安佐北区白木町分離菌
COA‐１：山県郡大朝町分離菌
CHK‐１：東広島市八本松町分離菌
CKK‐１：賀茂郡河内町分離菌

４ 渡部ほか：広島県におけるアスパラガス斑点病および褐斑病の発生実態とその薬剤防除法



徐々に高くなる傾向が認められた。

これらのことから，広島県のアスパラガスのハウス栽

培における斑点性病害は，梅雨時期の５月下旬から６月

下旬に斑点病が先に，褐斑病が少し遅れて６月上旬から

７月上旬に初発生し，混発しながら進展することが判明

した。また，その後の斑点病と褐斑病の発病進展は防除

の有無が関与し，褐斑病の方が薬剤防除の効果の高いこ

とが示唆された。

古田ら（２００２）は，佐賀県のアスパラガスにおける斑

点病と褐斑病の初発生は初夏までの栽培前期で，斑点病

の方が褐斑病より早く，春先から初夏における発生量も

斑点病が多いと報告している。また，その要因として，

接種試験において，接種から病斑形成に至るまでの褐斑

病の潜伏期間は３０日間と長いこと，培地における菌叢の

生育速度は，斑点病菌が褐斑病菌より約２倍早いことを

あげている。本県における斑点病と褐斑病の発生推移は

佐賀県における発生推移と一致すること，さらに無防除

圃場では栽培後期に褐斑病が多発すること，褐斑病の方

図３ ２００２年の斑点病および褐斑病併発圃場における薬剤防除の有無による両病原菌の検出比率および両斑点性病害の発病度推
移の差異（左：防除実施，河内町農家ハウス株，右：無防除，東広島市農業技術センターハウス株）

斑点病菌 褐斑病菌 発病度 TPN水和剤散布による防除

図４ ２００３年の斑点病および褐斑病併発圃場における薬剤防除の有無による両病原菌の検出比率および両斑点性病害の発病度推
移の差異（いずれも河内町農家ハウス株）

斑点病菌 褐斑病菌 発病度 TPN水和剤散布による防除
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が薬剤防除の効果が高いことから，本県における斑点病

および褐斑病の発生推移には古田ら（２００２）が示した潜

伏期間や生育速度の要因が関与するものと考えられる。

３．薬剤による斑点病と褐斑病の防除効果

１）室内試験における有効薬剤の検索

ベノミル剤をはじめとする殺菌剤８剤の斑点病菌およ

び褐斑病菌に対する菌糸伸長抑制効果を図５に示した。

斑点病菌および褐斑病菌ともベノミル水和剤以外のイミ

ノクタジンアルベシル酸塩水和剤，TPN水和剤，塩基性

硫酸銅水和剤，水酸化第二銅水和剤，マンゼブ水和剤，

テトラコナゾール液剤およびクレソキシムメチル水和剤

の７剤が１０００ppmで８０％以上の菌糸伸長阻止率があっ

た。

２）圃場における薬剤の斑点性病害に対する防除効果

斑点病菌と褐斑病菌の菌糸伸長抑制効果が認められた

剤のうちアスパラガスに作物登録のある TPN水和剤，イ

ミノクタジンアルベシル酸塩水和剤および水酸化第二銅

水和剤の１０００倍液を散布したハウス圃場における斑点病

と褐斑病の斑点性病害に対する防除効果を図６に示し

た。

すなわち，いずれの薬剤においても２回目散布後の８

月中旬までの発病度は２０～３０と低く推移し，薬剤間にお

ける斑点性病害の病勢進展状況に差はなかった。また，

表５に示すようにいずれの薬剤においても６月には斑点

病菌のみ，７月から斑点病と褐斑病の両菌がそろって分

離されたが，いずれの薬剤も散布後に発病度で表わす病

勢の進展が緩慢になることから，供試した３剤の斑点病

と褐斑病に対する防除効果は同等と考えられた。

３）防除効果と斑点性病害に対する防除効果

初発時における薬剤散布を起点とし，その後２０日，３０

日および４０日の間隔で薬剤を散布した各区における斑点

病および褐斑病の斑点性病害の発病推移を図７に示し

た。

すなわち，７月２５日まではイミノクタジンアルベシル

酸塩水和剤の効果によって発病度に差はなかったが，８

月以降は２０日間隔区での病勢の進展が最も緩慢であっ

た。また，いずれの区においても表６に示すように斑点

病菌と褐斑病菌がそろって分離された。最終調査時の９

月２７日における発病状況については，２０日間隔区では発

病程度２以上の落葉を認める株は調査株の半数以下で，

発病度も３５と最も低く，高い防除効果が認められた。

以上のことから，初発時のイミノクタジンアルベシル

酸塩水和剤１０００倍液の散布以降は，TPN水和剤１０００倍液

を２０日間隔を目安に散布すれば，栽培後期まで斑点病お

よび褐斑病の病勢進展を低く抑えることができると考え

られた。

本報では，広島県における斑点病および褐斑病の発生

実態，消長を明らかにした。また，現状において農薬登

録のあるイミノクタジンアルベシル酸塩水和剤１０００倍液

の初発時の散布と，その後２０日間隔の TPN水和剤１０００倍

液の散布により，栽培後期まで斑点病および褐斑病の病

勢進展を低く抑えることができることを明らかにした。

しかし，斑点病および褐斑病の両病原菌は罹病茎葉上で

越冬し，残渣が翌年の伝染源になることが Johnson

（１９９０）や Cooperman et al.（１９８６）により報告されてい

る。また，Johnson（１９９０）は，これら残渣の埋没により，

図５ 斑点病菌と褐斑病菌の菌糸伸長抑制におよぼす殺菌剤
の影響

７菌株を供試した結果の平均値
＊：アスパラガスに未登録の農薬

６ 渡部ほか：広島県におけるアスパラガス斑点病および褐斑病の発生実態とその薬剤防除法



図６ 斑点性病害の発病度推移に及ぼす各殺菌剤散布の影響
（２００２年 河内町）

矢印（ ）は薬剤散布の時期を示す。
同英文字は Kruskal-Wallis検定５％水準で有意差なし。

表５ 各薬剤散布区a）における斑点病菌と褐斑病菌の検出比率％

表６ 各散布間隔区における斑点病菌と褐斑病菌の検出比率％

図７ 斑点性病害の発病度推移に及ぼす散布間隔の影響
（２００２年，河内町）

矢印（ ）は薬剤散布の時期を示す。
６／２５は共通してイミノクタジンアルベシル酸塩水和剤
：TPN水和剤 ２０日間隔散布
：TPN水和剤 ３０日間隔散布
：TPN水和剤 ４０日間隔散布

同英文字は Kruskal-Wallis検定５％水準で有意差なし。

散布間隔 病原菌 ６／２５ ７／５ ７／１５ ７／２５ ８／５ ８／１５ ８／２６ ９／６ ９／１７ ９／２７

２０日間隔散布 斑点病菌 １００ １００ ９３ ６５ ９ １００ ７１ ７６ ― ８０

褐斑病菌 ０ ０ ７ ３５ ９１ ０ ２９ ２４ ― ２０

調査病斑数 ５ １４ ３５ １０２ ２５ ５７ ８８ ９３ ０ １６９

３０日間隔散布 斑点病菌 １００ １００ ７９ ５４ １６ ９８ ７０ ７８ ― ７２

褐斑病菌 ０ ０ ２１ ４６ ８４ ２ ３０ ２２ ― ２８

調査病斑数 ２ ３２ ４１ １１１ ６６ ９６ １６４ １９０ ０ １９０

４０日間隔散布 斑点病菌 １００ ９７ ９０ ７２ １６ ９２ ８０ ８５ ― ６８

褐斑病菌 ０ ３ １０ ２８ ８４ ８ ２０ １５ ― ３２

調査病斑数 ３ ５８ ５８ １３３ ９９ １２５ １８２ １６６ ０ １８８

散布薬剤 病原菌 ６／２５ ７／５ ７／１５ ７／２５ ８／５ ８／１５ ８／２６ ９／６ ９／１７ ９／２７

TPN水和剤 斑点病菌 １００ １００ １００ ９４ ５７ １００ ８０ ８７ ― ７７

褐斑病菌 ０ ０ ０ ６ ４３ ０ ２０ １３ ― ２３

調査病斑数 ２ ６９ １７ ８７ １０２ ９０ ２０３ １７４ ０ １６４

イミノクタジンアルベシル酸
塩水和剤

斑点病菌 １００ １００ ９６ ９９ ４５ ９８ ６８ ７０ ― ６２

褐斑病菌 ０ ０ ４ １ ５５ ２ ３２ ３０ ― ３８

調査病斑数 ６ ３３ ３６ １１８ ５７ １２８ ２００ １８４ ０ １６４

水酸化第二銅水和剤 斑点病菌 １００ ９９ ９４ １００ ８４ ８８ ７６ ８９ ― ５８

褐斑病菌 ０ １ ６ ０ １６ １２ ２４ １１ ― ４２

調査病斑数 ４ ７６ ５６ １０８ ８３ １４９ １７８ １６３ ０ １５７

a）薬剤散布日：６／２５，７／２５，８／２６
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翌春の斑点病の発生を抑えることを，Conway et al.

（１９９０）は残渣の焼却により翌春の褐斑病の発病時期を

遅らせることができることを報告している。したがって，

罹病残渣の埋没や焼却による伝染経路の遮断は斑点病や

褐斑病の翌年の発生抑制に有効であり，薬剤防除効果を

高める結果をもたらすことが期待できる。広島県では酒

井ら（１９９２）による残渣焼却およびバーク堆肥マルチが

茎枯病防除のために広く行われており，この耕種的防除

法は，斑点病および褐斑病の防除にも効果があると思わ

れる。しかし，それでもなお，斑点病および褐斑病はア

スパラガス生産において大きな生産阻害要因であること

は明らかであり，アスパラガス生育期における薬剤防除

効果をあげるための要因，すなわち防除開始時期の検討

や，耕種的・物理的防除と薬剤散布等を組み合わせた総

合防除技術の構築が必要と考える。

摘 要

広島県のアスパラガス栽培における斑点性病害の発生

実態およびそれらの薬剤防除法について調査し，以下の

知見を得た。

１．ハウスおよび露地栽培の多くの圃場で斑点病

写真 アスパラガス斑点病（左）と褐斑病（右）の病徴と病原菌

A A

B B

C C
斑点病菌 Stemphylium botryosum 褐斑病菌 Cercospora asparagi

A：病徴，B：湿室処理した病斑上の病原菌，C：分生子および分生子柄

８ 渡部ほか：広島県におけるアスパラガス斑点病および褐斑病の発生実態とその薬剤防除法



（Stemphylium botryosum）と褐斑病（Cercospora

asparagi）が併発していた。

２．PDA平板培地上における斑点病菌の生育適温は２５

～２８℃で，褐斑病菌は２８℃であった。

３．斑点病および褐斑病とも栽培初期の梅雨時期に初発

生し，その後混発しながら進展した。初発は斑点病

の方が褐斑病よりも約１０日早く，無防除圃場では褐

斑病が多発する傾向があった。

４．PDA平板培地上における斑点病および褐斑病の菌

糸の伸長抑制効果の高い薬剤は，イミノクタジンア

ルベシル酸塩水和剤，TPN水和剤，塩基性硫酸銅水

和剤，水酸化第二銅水和剤，マンゼブ水和剤，テト

ラコナゾール液剤，およびクレソキシムメチル水和

剤であった。

５．斑点病と褐斑病の併発したハウス栽培圃場におい

て，TPN水和剤，イミノクタジンアルベシル酸塩水

和剤および水酸化第二銅水和剤のそれぞれの１０００倍

液３回散布は，８月中旬まで病勢を低く抑え，同等

の防除効果を示した。

６．斑点病と褐斑病の併発したハウス栽培圃場におい

て，イミノクタジンアルベシル酸塩水和剤１０００倍液

の初発時の散布と，その後２０日間隔の TPN水和剤

１０００倍液の散布により，栽培後期まで斑点病および

褐斑病の発病を抑制することができた。
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Sachiko WATANABE, Yutaka MORISHIMA and Testuyuki KOHGUCHI

The occurrence and chemical control method of Stemphylium leaf spot (S. botryosum) and Cercospora blight (C.

asparagi) on Asparagus in Hiroshima prefecture were revealed.

１．The pathogens of asparagus leaf spot disease in Hiroshima prefecture were Stemphylium leaf spot (S. botryosum)

and Cercospora blight (C. asparagi) which occurred concurrently.

２．The most suitable temperature for growth on culture medium of S. botryosum was at 25-28℃ and that of C. asparagi

was at 28℃.

３．These pathogens were isolated concurrently from early stages of cultivation in May to July to the end of cultivation

in September. Stemphylium leaf spot occurred about 10 days earlier than Cercospora blight. In chemical free field,

the ratio of Cercospora blight tended to occur more than Stemphylium leaf spot.

４．Seven fungicides (iminoctadine albesilate, chlorothalonil, copper sulfate, basic, copper hydroxide, mancozeb,

tetraconazole and kresoxim-methyl) inhibited growth of hyphae effectively on culture medium of S. botryosum and

C. asparagi .

５．The fungicide chlorothalonil, iminoctadine albesilate and copper hydroxide were effective in greenhouse where

Stemphylium leaf spot and Cercospora blight occurred concurrently.

６．Periodical applications(at intervals of 20 days) of chlorothalonil and iminoctadine albesilate from the early stages of

cultivation thought to be effective in control of Stemphylium leaf spot and Cercospora blight.

Key words : Asparagus, Stemphylium leaf spot, Stemphylium botryosum , Cercospora blight, Cercospora asparagi ,

concurrent occurrence, fungal seasonal patterns, chemical control

Summary

Occurrence and chemical control of Stemphylium leaf spot
(Stemphylium botryosum Wallroth) and Cercospora blight

(Cercospora asparagi Sacc.) on Asparagus
(Asparagus officinalis L.) in Hiroshima prefecture

１０ 渡部ほか：広島県におけるアスパラガス斑点病および褐斑病の発生実態とその薬剤防除法




